
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

生
き
生
き
と
働
き
続
け
る

た
め
に
「
働
き
の
価
値
に

見
合
っ
た
」
期
末
手
当
は

不
可
欠
！

コ
ロ
ナ
禍
が
新
た
な
局
面

を
迎
え
、
経
営
も
回
復
す

る
な
か
誠
意
あ
る
回
答
を

求
め
る
!!

Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
年
末
手
当

交
渉
は
、
10
月
30
日
に
１
回

目
の
交
渉
を
行
い
、
次
の
と

お
り
要
求
の
主
旨
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
出
席
し
た
交

渉
委
員
よ
り
組
合
員
の
想
い
、

年
末
手
当
の
必
要
性
を
熱
く

訴
え
た
。

《
要
求
主
旨
》

会
社
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
、
社
会
経
済
活
動
の
正

常
化
が
一
段
と
進
む
も
、
資

源
価
格
高
騰
の
影
響
な
ど
に

よ
り
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
一
方
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
法
上
で
の
分
類
引

き
下
げ
を
受
け
、
移
動
需
要

は
拡
大
し
、
休
日
や
夏
季
多

客
期
間
に
お
い
て
も
多
く
の

お
客
様
に
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー

プ
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
。

こ
の
間
、
組
合
員
は
日
夜

「
安
全･

安
定
輸
送
」
を
第

一
義
に
公
共
交
通
機
関
に
従

事
す
る
キ
ー
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
責
任
感
と
使
命
感
を
持
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
業
務

に
励
ん
で
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
目
下
、
離
職
に
歯
止
め

が
か
か
っ
て
お
ら
ず
、
引
き

続
き
Ｊ
Ｒ
四
国
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
社
会
的
使
命
を
果
た

す
た
め
に
は
、
人
財
確
保
に

向
け
た
危
機
感
を
改
め
て
強

く
持
っ
て
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
「
Ｊ
Ｒ

四
国
グ
ル
ー
プ
長
期
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
等
の
達

成
に
向
け
、
労
使
一
丸
と
な
っ

て
各
種
施
策
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
労
働
組
合
の
立
場

か
ら
も
「
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
３
」
を
提
起
し
、

組
合
員
に
と
っ
て
明
る
い
将

来
展
望
を
切
り
拓
く
べ
く
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
新
た
な
局
面

を
迎
え
、
経
営
が
回
復
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
期
末
手
当

に
対
す
る
組
合
員
の
期
待
感

は
非
常
に
高
く
、
組
合
員
が

生
き
生
き
と
働
き
続
け
る
た

め
に
も
期
末
手
当
を
「
働
き

の
価
値
に
見
合
っ
た
水
準
」

に
引
き
上
げ
る
べ
き
と
考
え

る
。
よ
っ
て
、
誠
意
あ
る
回

答
を
強
く
求
め
る
。

《
１
回
目
交
渉
》

交
渉
委
員
よ
り
組
合
員
の

想
い
を
熱
く
訴
え
た
。

◆
離
職
の
波
が
止
ま
ら
な
い

な
か
、
組
合
員
は
休
日
返
上

で
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。

お
客
様
が
増
加
し
て
い
る
現

状
を
肌
で
感
じ
る
組
合
員
か

ら
の
期
待
の
声
は
相
当
高
い
。

◆
物
価
高
騰
に
よ
る
組
合
員

の
生
活
へ
の
影
響
は
非
常
に

大
き
く
、
日
々
の
食
料
品
等

に
係
る
費
用
も
何
と
か
削
っ

て
い
る
の
が
現
状
。
期
末
手

当
に
つ
い
て
は
生
活
給
の
一

部
で
あ
り
、
確
保
は
不
可
欠
。

◆
準
組
合
員
に
つ
い
て
も
、

期
末
一
時
金
が
必
要
不
可
欠
。

特
に
エ
キ
ス
パ
ー
ト
社
員
に

つ
い
て
、
未
だ
に
係
数
の
取

り
扱
い
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

撤
廃
す
べ
き
。
エ
キ
ス
パ
ー

ト
社
員
の
奮
闘
な
く
事
業
は

成
り
立
た
な
い
。

◆
各
種
効
率
化
施
策
に
協
力

し
て
き
た
結
果
、
特
に
中
堅

層
組
合
員
に
お
い
て
責
任
が

大
き
な
仕
事
に
従
事
す
る
こ

と
が
増
え
、
給
与
水
準
が
見

合
わ
な
い
と
い
う
声
も
多
い
。

収
入
状
況
が
一
定
の
水
準
に

戻
っ
た
今
こ
そ
期
末
手
当
に

て
組
合
員
に
還
元
し
、
「
連

続
的
」
に
労
働
条
件
が
向
上

す
る
こ
と
を
示
す
べ
き
。

◆
鉄
道
事
業
部
門
の
み
な
ら

ず
、
事
業
開
発
部
門
に
お
け

る
貢
献
も
非
常
に
大
き
い
。

組
合
員
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

高
く
、
生
き
生
き
と
働
き
続

け
ら
れ
る
水
準
に
戻
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
ニ
ュ
ー
ス
№
９
を
参
照
）

経
営
が
回
復
し
、
強
い

期
待
感
が
広
が
る
中
、
賞

与
に
よ
る
『
人
へ
の
投
資
』

を
強
く
要
求
!!

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
年
末
賞
与
交
渉
は
、
10

月
30
日
に
１
回
目
の
交
渉
を

行
い
、
要
求
の
主
旨
説
明
及

び
会
社
と
議
論
を
行
っ
た
。

《
要
求
主
旨
》

経
営
環
境
は
、
コ
ロ
ナ
禍

が
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
一

方
、
諸
物
価
の
高
騰
な
ど
、

未
だ
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

と
り
わ
け
、
３
年
以
上
続
い

た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
大

き
な
変
化
を
強
い
ら
れ
、
運

行
便
数
、
従
業
員
数
も
減
少

す
る
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状

態
に
戻
る
こ
と
は
困
難
だ
と

言
え
る
。
し
か
し
、
収
入
規

模
が
縮
小
し
て
も
、
少
な
い

人
員
で
運
営
す
る
と
い
う
経

営
の
ス
リ
ム
化
が
図
ら
れ
、

昨
年
度
決
算
で
は
４
期
ぶ
り

の
最
終
黒
字
と
な
っ
た
。
今

年
度
に
お
い
て
も
需
要
回
復

の
流
れ
が
継
続
し
、
事
業
計

画
に
掲
げ
た
営
業
損
益
ベ
ー

ス
で
の
黒
字
計
上
は
現
実
的

な
目
標
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
苦
し
い
な
が

ら
も
懸
命
に
安
全
・
安
心
輸

送
に
努
め
、
さ
ら
に
は
家
計

に
影
響
が
及
ぶ
施
策
を
も
受

け
入
れ
て
き
た
組
合
員
・
家

族
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ

ば
成
し
得
な
か
っ
た
。
理
解

と
協
力
の
背
景
に
は
「
い
つ

か
経
営
が
回
復
し
、
労
働
条

件
も
回
復
す
る
」
と
会
社
を

信
じ
て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。
３
年
間
蓄
積
し
た
ダ

メ
ー
ジ
に
加
え
、
物
価
上
昇

が
さ
ら
に
家
計
を
苦
し
め
て

お
り
、
生
活
給
と
し
て
重
要

な
年
末
賞
与
の
確
保
が
必
要

不
可
欠
。
今
回
の
要
求
ま
で

に
は
、
組
合
員
の
声
を
踏
ま

え
つ
つ
、
雇
用
と
生
活
を
守

る
観
点
か
ら
、
議
論
を
尽
く

し
て
き
た
。
今
後
も
引
き
続

き
労
使
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
す
で
に
現
場
で
は
需
要

回
復
が
身
を
も
っ
て
感
じ
ら

れ
て
お
り
、
非
常
に
強
い
期

待
感
が
溢
れ
て
い
る
。
営
業

損
益
ベ
ー
ス
で
の
黒
字
計
上

は
会
社
に
と
っ
て
至
上
命
題

だ
と
考
え
る
が
、
そ
の
た
め

に
は
安
全
・
安
心
輸
送
を
支

え
る
私
た
ち
組
合
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
・
向
上
が

欠
か
せ
ず
、
年
末
賞
与
を
通

じ
た
「
人
へ
の
投
資
」
を
強

く
求
め
る
。

《
１
回
目
交
渉
》

◆
現
場
で
は
満
席
の
便
も
増

え
、
収
入
が
回
復
し
て
い
る

こ
と
を
日
々
感
じ
て
お
り
、

黒
字
に
転
換
し
よ
う
と
す
る

中
、
賞
与
に
対
す
る
期
待
感

は
非
常
に
高
い
。
人
財
確
保

の
観
点
か
ら
も
働
き
が
い
の

あ
る
職
場
と
と
も
に
、
魅
力

あ
る
賃
金
・
賞
与
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
へ

の
投
資
を
強
く
求
め
る
。

◆
現
場
の
肌
感
覚
と
し
て
賞

与
を
強
く
期
待
す
る
状
況
に

あ
り
、
今
回
の
要
求
に
対
し

て
も
意
見
が
あ
っ
た
が
、
経

緯
や
考
え
を
説
明
し
、
納
得

し
て
も
ら
っ
た
。
要
求
月
数

に
い
か
に
近
づ
け
る
か
が
重

要
。

◆
経
営
上
の
課
題
も
理
解
す

る
が
、
労
使
で
力
を
あ
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と

き
に
、
期
待
に
応
え
る
こ
と

が
重
要
。
人
員
が
減
少
し
て

い
る
う
え
、
１
人
当
た
り
の

仕
事
量
も
増
え
て
お
り
、
採

用
面
か
ら
も
賞
与
は
重
要
。

（
詳
し
く
は
、
自
動
車
ニ
ュ
ー

ス
№
３
、
５
を
参
照
）

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
10
月
17
日
に
申
第
６
号・
申
第
７
号・
申
第
８
号・

申
第
９
号
・
申
第
10
号
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
に

対
し
年
末
手
当
並
び
に
年
末
賞
与
の
申
し
入
れ
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
第

１
回
目
の
団
体
交
渉
を
開
催
し
た
。

鉄
道
・
バ
ス
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
ま
で
運
輸
収
入
の
回
復
が

見
通
せ
な
い
中
、
燃
油
価
格
の
高
騰
を
は
じ
め
物
価
上
昇
等
も
重
な
り
、

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
５
類
引
き
下
げ
以
降
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
旅
行
者
の

増
加
な
ど
に
よ
り
移
動
需
要
は
目
に
見
え
て
拡
大
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
公
共
交
通
機
関
の
担
い
手
と
し
て
安
全
・
安
定
・
安
心
輸
送

を
第
一
義
に
業
務
に
奮
闘
し
て
き
た
組
合
員
が
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
生
き
生
き
と
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
給
と
し
て
必
須

で
あ
る
年
末
手
当
・
賞
与
の
確
保
に
向
け
て
、
会
社
に
対
し
誠
意
あ
る
回

答
を
強
く
求
め
た
。

要 求 内 容 （ 要 旨 ）

【ＪＲ四国 】
◆ 申第６号「２０２３年度年末手当

の要求について」
（1） 要求額 基準内賃金の２.１ヵ月分
（2） 支払日 ２０２３年１２月７日(木)
◆ 申第７号「２０２３年度準組合員
（エキスパート社員）の年末一時金

の要求について」
（1） 基礎額 基本賃金及び高年齢調整手当の

合計額に２.５を乗じた額
基礎額に乗じる係数の撤廃

（2） 支払日 ２０２３年１２月７日(木)
◆ 申第８号「２０２３年度準組合員

（契約社員）の年末一時金の要求について」
（1） パートナー社員(月給・日給適用者)の要求額

（2） 支払日 ２０２３年１２月７日(木)

調査期間内

勤務日数
四国地区 大阪地区

列車
乗務員

アテン
ダント

65日以上
120日未満

78,000円 97,000円 88,000円 88,000円

120日以上 156,000円 194,000円 176,000円 176,000円

Ｊ
Ｒ
四
国

要 求 内 容 （ 要 旨 ）
【ジェイアー ル 四国 バ ス 】

◆申第９号「２０２３年度年末賞与の要求について」
（1） 要求額 基本給額の２.０ヵ月分
（2） 支払日 ２０２３年１２月７日(木)
◆申第10号「２０２３年度準組合員（契約社員）

の年末賞与の要求について」
（1） パートナー社員（定年退職再雇用者）

基準額 契約基本賃金の２．０ヵ月分
（2） パートナー社員（月給・日給適用者）

基準額
調査期間内の

勤務日数
運転係 構内運転係 営業係等

65日以上

120日未満
164,000円 149,000円 132,000円

120日以上 328,000円 298,000円 264,000円

（3） サポーター社員（時給適用者）
基準額
調査期間内の労働時間 支給額

240時間以上350時間未満 65,000円
350時間以上450時間未満 97,000円
450時間以上550時間未満 143,000円

550時間以上650時間未満 156,000円

650時間以上750時間未満 168,000円

750時間以上850時間未満 181,000円

850時間以上950時間未満 194,000円

950時間以上 208,000円

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス

（4） 支払日 ２０２３年１２月７日(木)

大谷　 清
和田 庄平
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本
部
は
、
10
月
６
日

(

金)

・
７
日(

土)

に
お
い

て
、
入
社
５
年
以
内
の
組

合
員
を
対
象
と
す
る
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

を
ホ
テ
ル
ア
ネ
シ
ス
瀬
戸

大
橋
に
て
開
催
し
た
。

日
帰
り
で
の
実
施
と
し
、

第
35
回(

６
日)

に
は
32
名
、

第
36
回(

７
日)

に
は
28
名

が
そ
れ
ぞ
れ
四
国
各
地
よ

り
参
集
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表

し
、
中
村
書
記
長
が
挨
拶
。

自
身
の
こ
れ
ま
で
の
職
務
・

組
合
経
歴
を
ふ
ま
え
、
そ

こ
で
得
た
経
験
等
に
つ
い

て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

「
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
２
３
」
に
つ
い
て
触
れ
、

今
後
の
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
が

目
指
す
方
向
性
な
ど
に
つ

い
て
、
わ
か
り
や
す
く
レ

ク
チ
ャ
ー
し
た
。

本
部
青
年
女
性
会
議
の

常
任
委
員
も
参
加
し
、
ア

イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と
し
て

「
他
己
紹
介
」
を
実
施
し

た
。
相
互
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

す
る
な
か
で
、
出
身
地
や

入
社
年
度
、
趣
味
な
ど
か

ら
共
通
の
話
題
が
見
つ
か

り
、
講
義
に
先
立
ち
相
互

理
解
を
深
め
た
。

講
義
は
中
野
副
執
行
委

員
長
よ
り
「
労
働
組
合
の

基
本
」
に
つ
い
て
四
国
労

組
の
現
状
や
組
合
員
と
し

て
の
基
本
知
識
を
、
ま
た

そ
の
後
、
武
智
副
執
行
委

員
長
よ
り
「
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
安
全
・
安
定
・
安
心
輸

送
の
確
保
や
労
働
環
境
改

善
に
関
す
る
取
り
組
み
を
、

そ
れ
ぞ
れ
丁
寧
に
説
明
。

加
え
て
中
村
書
記
長
よ
り

「
労
働
組
合
と
共
済
の
関

わ
り
」
に
つ
い
て
、
ま
た

四
国
労
働
金
庫
よ
り
、
貯

蓄
・
ロ
ー
ン
の
取
扱
い
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

参
加
者
は
労
働
組
合
の
存

在
意
義
や
活
動
内
容
に
つ

い
て
基
礎
知
識
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

閉
講
後
に
は
、
交
流
会

な
ら
び
に
本
部
青
年
女
性

会
議
主
催
「
ク
イ
ズ
大
会
」

を
開
催
。
当
日
の
研
修
の

中
で
学
ん
だ
労
働
組
合
に

関
す
る
内
容
や
、
Ｊ
Ｒ
四

国
、
四
国
四
県
に
関
す
る

出
題
な
ど
に
対
し
、
職
場

や
系
統
を
超
え
た
チ
ー
ム

で
力
を
合
わ
せ
つ
つ
挑
戦

し
、
交
流
を
深
め
た
。

講
義
・
交
流
会
を
通
じ
、

久
々
に
接
点
を
持
て
た
仲

間
や
、
様
々
な
職
場
の
組

合
員
と
改
め
て
親
睦
を
図

る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義

な
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
と

な
っ
た
。

本
部
主
催
第
33
回
ゴ
ル
フ

大
会
は
、
10
月
24
日(

火)

、

「
タ
カ
ガ
ワ
新
伊
予
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
」
（
愛
媛
県
四
国
中

央
市
）
に
お
い
て
、
四
国
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
ゴ
ル
フ
好

き
の
組
合
員
59
名
参
加
の
も

と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

朝
方
は
冷
え
込
ん
だ
も
の

の
、
参
加
者
の
熱
気
と
と
も

に
気
温
も
あ
が
り
、
好
天
の

な
か
全
員
が
無
事
怪
我
な
く

ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
。

表
彰
式
で
は
、
ゴ
ル
フ
談

義
に
花
が
咲
き
、
サ
ー
ク
ル

活
動
を
通
じ
た
親
睦
と
団
結

の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し

た
大
会
と
な
っ
た
。

成
績
は
以
下
の
と
お
り
。

優
勝
・
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

杉
本

慶
太
さ
ん

（
ワ
ー
プ
高
松
管
理
駅
分
会
）

グ
ロ
ス
80

ネ
ッ
ト
71
．
６

準
優
勝

野
中

孝
さ
ん

（
宇
和
島
運
転
区
分
会
）

グ
ロ
ス
88

ネ
ッ
ト
72
．
４

３

位

郡
家

卓
司
さ
ん

（
高
松
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
100

ネ
ッ
ト
72
．
４

熱心に講義に聞き入る参加者

アイスブレイクの様子

10
月
27
日(

金)

10
時
30

分
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
東
京
本
部
に
て
、
Ｊ

Ｒ
連
合
第
16
回
女
性
役
員

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
出
席

し
た
３
名
を
含
む
全
国
の

Ｊ
Ｒ
で
働
く
女
性
組
合
員

14
名
が
一
堂
に
会
し
た
。

交
換
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連

合
よ
り
「
第
４
次
男
女
平

等
参
画
目
標
」
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
立

教
大
学
の
朴
助
教
を
交
え
、

Ｊ
Ｒ
連
合
に
お
い
て
「
女

性
役
員
を
増
や
し
て
い
く

う
え
で
の
課
題
」
「
課
題

解
決
に
際
し
役
員
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
」
等
を
意
見

交
換
し
た
。

終
了
後
、
連
合
「
２

０
２
３
連
合
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
中
央
集
会
」

に
Ｗ
ｅ
ｂ
も
併
用
し
参

加
。
武
庫
川
女
子
大
学
・

本
田
教
授
に
よ
る
基
調

講
演
「
ク
ミ
ダ
ン
の
壁
」

等
を
受
講
し
た
。

参

加

者

か

ら

は

、

「
各
単
組
で
抱
え
る
課

題
の
共
有
や
解
決
に
向

け
た
意
見
交
換
が
で
き

非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
」

「
男
性
比
率
が
高
い
Ｊ

Ｒ
に
お
い
て
当
た
り
前

と
さ
れ
て
き
た
働
き
方
・

ル
ー
ル
の
見
直
し
が
女

性
の
離
職
防
止
・
組
合

役
員
と
し
て
の
参
画
に

繋
が
る
の
で
は
」
と
い

う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
に
お

い
て
も
、
引
き
続
き
男

女
が
と
も
に
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
を
目
指

し
、
男
女
平
等
参
画
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
。

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

開
催

Ｊ
Ｒ
連
合
「
第

16
回
女
性
役
員
意
見
交
換
会
」

連
合
「
２
０
２
３
連
合
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
推
進
中
央
集
会
」

10
月
14
日(

土)

10
時
40
分

よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室
に
、

第
４
回
本
部
執
行
委
員
会
を

開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

［
組
織
］

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

［
団
交
］

・
総
合
労
働
協
約
改
訂
等
に

つ
い
て
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

［
業
務
］

・
「
特
急
宇
和
海
に
お
け
る

部
分
ワ
ン
マ
ン
運
転
（
八

幡
浜
～
宇
和
島
）
」
に
つ

い
て

・
営
業
関
係
諸
施
策
に
つ
い
て

［
青
女
］

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
高
知
、
徳
島
、
本
社
、

愛
媛
、
自
動
車
）

［
調
査
］

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
３
０
回
賃
金

実
態
調
査
の
回
収
結
果
に

つ
い
て

［
教
宣
］

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

［
共
闘
］

・
徳
島
駅
ビ
ル
ユ
ニ
オ
ン
臨

時
大
会

・
ホ
テ
ル
ズ
ユ
ニ
オ
ン
定
期

大
会

・
連
合
第
18
回
定
期
大
会

［
Ｊ
Ｒ
連
合
］

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
拡

大
幹
事
会

・
労
働
政
策
委
員
会

・
新
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
検
討
Ｐ
Ｔ

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
14
回
政
策
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
議
事
】

①
高
知
市
長
選
挙
及
び
松
前

町
長
選
挙
に
お
け
る
推
薦

候
補
者
の
承
認
に
つ
い
て

②
総
合
労
働
協
約
の
妥
結
承

認
に
つ
い
て

③
２
０
２
３
年
度
「
準
組
合

員
（
再
雇
用
契
約
社
員
・

契
約
社
員
）
賃
金
引
き
上

げ
」
の
妥
結
承
認
に
つ
い

て
④
２
０
２
３
年
度
年
末
手
当
・

年
末
賞
与
要
求
書
の
提
出

に
つ
い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
係
労
働
者
に

お
け
る
賃
金
・
労
働
条
件

実
態
調
査
の
実
施
に
つ
い

て
⑥
第
２
回
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会

の
開
催
に
つ
い
て

⑦
「
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
労

組
連
合
会
第
29
回
定
期
大

会
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑧
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

第
４
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

ZoomによるWeb形式
での開催

杉
本

慶
太
さ
ん

(
ワ
ー
プ
高
松
管
理
駅
分
会)

優
勝
!!幅広い分会の組合員が愛媛県土居町に集結！

参
議
院
議
員
補
欠
選
挙

（
徳
島
・
高
知
選
挙
区
）
の

投
開
票
が
10
月
22
日
に
行
わ

れ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
・
グ
ル
ー

プ
労
組
は
、
推
薦
候
補
者
で

あ
る
「
広
田

一
氏
」
の
当

選
に
向
け
総
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
だ
結
果
、
見
事
勝
利

を
収
め
た
。

ご
支
援
・
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
組
合
員
や
家
族
の
皆
様

に
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
推
薦
候
補
者
の
必
勝
に

向
け
て
献
身
的
に
奮
闘
さ
れ

た
す
べ
て
の
関
係
者
に
対
し

て
も
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

る
。今

回
の
選
挙
結
果
を
ふ
ま

え
、
改
め
て
政
治
活
動
の
意

義
や
参
画
意
識
の
浸
透
・
醸

成
を
す
べ
く
、
組
織
内
で
議

論
を
深
め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
が
抱
え
る
政
策

課
題
、
組
織
課
題
の
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

参
議
院
議
員
補
欠
選
挙>

>

組
織
の
総
力
を
結
集
し

広
田

一
氏
、

勝
利
を
収
め
国
政
に

「連合 愛のカンパ」にご協力を！
「連合・愛のカンパ」は、社会貢献活動の一環と

して、ＮＰＯ・ＮＧＯ団体等への支援及び自然災

害等による被災者に対する救援・支援を目的とし

て取り組んでいます。趣旨をご理解の上、積極的

な取り組みを要請します。

◎期間 12月15日(金)まで
◎目標１人30円以上

全国の女性組合役員が集結！

徳島・高知選挙区でそれぞれの県協が力を結集！

第36回ユニオンスクール参加者

第35回ユニオンスクール参加者


